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北原勇君学位授与報告

報 告 番 号  

学 位 の 種 類  

授与の年月日 

学位論文題名

甲第577号 

経済学博：±：

昭和54年 9 月28日 
「独占資本主義の理論J
内容の要旨

•■独占資本主義の理論J 論文要旨

北原勇

( 1 ) 経済学の窮極の目的は「現状分析」にあり，現 

在の経済社会がもつ特質と矛盾展開の主要な様式を明 

らかにすることをつうじてその歴史的な地位と展望を 

さし示すことであろう。問題は，的確な現状分析を可 

能にする理論的武器の質と種類にかかってくる。

この点にかんして筆者は，r資本主義の一般理論」， 

「独占資本主義の理論J , 「国家独占資本主義」という 

三種類の相互に論I I次元と性格を異にする諸理論,そ 

れらを重層的に総合する経済理i !体系の確立の必要を 

主張するC すなわち，資本生義成立して以来，段階的 

变質を経て現在にいたっているが，現代の資本主義も 

本質として資本主義である以上，現状分析のための基 

本的な理論的武器が，資本主義の本質•資本主義一般 

の運動法則を明らかにするところの•■資本主義の一般 

理論」であることはいうまでもない。しかしそれだけ 

では十分ではないなぜならそれは資本主義の新たな 

段階の特質をとらえるものではないからである。それ 

ゆえ，まず独占資本主義段階（全般）に固有の経済的 

運動諸法則• 諸矛盾の展開を解明する「独占資本主義 

の理論J, さらには国家独占資本主義という独占資本 

主義のの最後の一小段階の特質を解明する「1® 家独 

占資本主義諭J という，いわぱ中間理論を確立し，こ 

れらを媒介として現代の分析に進むという方法がとら 

れねぱならない。そして，これら三種類の；II論は，対 

象の差異からして当然それぞれの論现の次元と性格を 

與にした体系的理論でf c ると同時に，それらを相互に 

関速させ綜合する経済理論体系の中でそれぞれ一定の 

位置を占め合わねばならな、、。それらの関速は当然， 

「資本主義の一般理論J を並礎にしてf独占資本主義 

の现論J が構築され，さらにそれを渡藤にして「国家

独占資本主義論J 力I構築されるというように，重層的 

な性格をもつことになるし，基礎理論になるほど理論 

の油象レベルはョリ高い。以上が筆者の主張する総合 

的理論体系の構造のらましであるが，本学位請求論 

文はその表題からも明らかなように，上の諸理論のう 

ちの「独占資本主義の理論」を展開したものである。

(2) 「独占資本主義の理論J を構築するためには， 

何よりもまず，独占段階の資本主義をそれ以前の段階 

の資本生義から区別し独占資本主義を独占資本主義 

たらしめているところの，構造的特徴の分析から出発 

しなければならない。この構造的特徴はまさに主耍産 

業において少数巨大資本による独占的支配が確立して 

いることであり，それは資本主義本来の請法則の全面 

的貫徹を媒介し保証した自由競争の全的支配を不可能 

にするものであった。ただしこの独占は，私的所有に 

もとづく競争をその本質的属性とする資本主義的商品 

生産のいわば上部構造として形成され，競争を廃絶す 

ることなく，多面的に競争とからみ合いつつ存在する 

のである。

自由競争の全的支配からく独占のま配，および独占 

と競争のからみ合い〉<6構造*> の転換こそは，諸資本 

の運励にたいし，価格形成，利潤実現，生産力向上， 

資本蓄積など，そのすベての侧面にわたって独占段階 

固-#の特徴を刻印し独占資本を頂点とする支配= 収 

薄のヒエラルキーを成立させつつ , この段階の資本主 

義経済金体の動態—— 社会的総資本の蓄積ニ拡大生 

産の運動，請矛盾の展開様式をして独db"段階固有の特 

徴をもったものとするのである。

「独占資本主義の理論J は，それゆえ，以上のよう 

な独占資本あ義の構造的特徴の分析から出発して，独 

占資本主義固有の構造と動態の中に貫く法則性を全面 

的かつ体系的に解明するものでなけれぱならない。本 

論文が,第1 編 r独占資本主義の構造的特質と独占倾 

格，独占利潤J , 第 2 編 「独占資本の投資行動J , 第 3 
編 「独占段階における社会的総資本の蓄積過程J, と 

いう構成をとっている理由はここにある，

( 3 ) 第 1 編 「独占資本主義の構造的特賞と独占価 

格 . 独占利潤」では，まず序，で 「資本の银積•集 

«M jの運励をとりf cげる。その明確な把握は，資本主 

義的競争がそれ自らの展開から必然的に独占を生みだ 

すゆえんを明らかにするためにも，また，少数巨大独 

占資本の形成•支配が多数の競伞的非独占資本の存統
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をともないつつ行われるという独占資本主義の構造的 

特質を明らかにするためにも，不可欠である。ついで 

第 1 章では，•'資本の集-積 •柴中j の高度な進展から 

生みだされる「独占的市場構造J の特徴を考察し，そ 

こにおいて競争の制限.独占価格支配の可能性がいか 

に与えられるかを明らかにするとともに，かかる独占 

的市場構造が全体の経済の中でどのような位置をしめ 

るかを明らかにする。ところで，独占的市場構造の形 

成は，独占的価格支配の可能性を与え，その意味で独 

占的価格支配の基礎的条件であるが，しかし，それは 

なお価格ま配の可能性を与えるに.とどまり，独占的市 

場構造において実際に行われる価格支配は，独占資本 

の価格決定行動と投資決定行動によて規定される。 

つづく第2 章と第3 享はこの独占資本による価格決定 

と投資決定とを取りあげるが，こうした第2 享 . 第 3 
室の位置づけは，競争段階において需給の関係によっ 

て決定された競争価格（分析）と独占価格（分析）との 

質的差異を反映するものといえよう。第 4 享では，以 

上で明らかにした独占価格の形成•独占利潤の収海を 

全経済の中でとらえ，独占利潤の源衆，本質をとらえ 

るとともに，独占資本による独占利潤の収奪•彼収奪 

の全体的関連を明らかにしていろ。最後に第5 享では， 

第 1 編の考察の小括として，少数巨大独占資本の形成, 
その独占価格支配による独占利潤の収摩が，資本主義 

本来の矛盾にいかなる彩響をおよぽし独占資本主義 

固有のいかなる階級諸関係の'特徴を生みだしたかを明 

らかにする。

( 4 ) 第 2編 「独占企業の投資行動J では，独占的部 

門における資本蓄積.生産力向上をめぐる個別企業の 

行動が，競争段階の請企業の行動にたいしていかなる 

変化をとけ'，独占企業固有のいかなる諸特徴をもつに 

いたったか，が分析される。この独占企業固有の投資 

行動は，独占部門における資本蓄積，生産力向上のあ 

り方を想定し第1 編でみた独占段階の構造的特質と 

ともに，次編でみる独古段階における社会的総資本の 

蓄積ニ拡大再生まの全運動.諸矛盾の展開を大きく規 

定するものである。第 2 編の分析の意義はまさにその 

点にある。

本編第1 ぎでは，一応、技術進歩‘新生産方法導入の 

問題を捨象し，設備拡張投資がすべて従来と同じ生産 

方法において行なわれると前提したう免で，既存の独 

占部門における独占企業の投資行動の基本的特徴が考 

察される。明らかになるのは，独占企業の投資行動は，

一般に（市場の急激な大幅掀大のな、、がぎり）*きわめて慎

で消極的であるという特徴をもっているととである, 
と同時に，市場の急激な大幅拡大下ではこれまた独占 

企業に固有の激烈な投資行動が展開され，そこにきわ 

めて対照的な差異のf cることが檢出される。

ついで第2 享では,独占資本主義における新技術開 

発の特徽の考察（第1節) ,をふまえたうえで,導入可能 

な新生産方法力'；存在するぱあいに，この新生産方法の 

率先的導入と普及の過程において，独t̂ 5̂fe業の投資行 

動がいかなる諸特徴をもっているのか，それは競争段 

階における競争的企爱の投資行勘といかに異なるのか， 

またかかる新生産方法が存在するぱあいには, 第 1 ぎ 

ですでに明らかにした独占企業の投資行動の並本的特 

徴が、、かに貫かれ，V、かに修正されるのかが考察され 

る。

( 5 ) 第 3 編の課題は，社会的総資本の蓄積ニ拡大再 

生産の進展，諸矛盾の展開が，独占段階固有のいかな 

る特徴をもつにレ、たったかを解明することでる• そ 

のばあい，第 3 編はつぎのような問題について明確な 

解答を与えることを意因している。すなわち，独占資 

ネ主義は，はぽ34 世紀にわたるそ歴史において，— 
方では1930年f t の世界的な長期沈滞にもっとも鋭い形 

をとって現われ,その他のいぐつかの時則にわたって 

多くの独占資本主義諸国の発展を特徴づけたところの 

停滞的傾向をしめすとともに，他方では1920か代の米 

国の"New E m "や第2 次大戦後の"科学.技術i*|■[命，， 

と結びついた50年代以降の一連の発展にみられるとこ 

ろの急激な発展傾向をしめしている。そしてかかる歴 

史的現実のま’えに，従来, 一方には,独占資本によっ 

て資本蓄積‘ 生産力向上が急激に発展せし,められる面 

のみを一® 的翻調する見解がある反面，独占資本によ 

って資本蓄積.生産力向上がおしとどめられ停滞化せ 

しめられる面を独占資本主義の-^般的特質として强調 

する見解があって，対立してきたのである。しかしな 

がら, 独占資本主義における「停滞」と r発展J のい 

ずれか一!^向のみを独占資本主義の特徴として把握す 

ることは一面的誤り' る。

本編第1 享は，独占資本主義では，独占段階固有の 

「摊取と収奪の構造」（第1編ガ-既述）と独占企業固有の 

投資行動(第2編で既述) との結果，社会的総資本の蓄 

積ニ拡大再生産を停滞化させる諸作用がその根底にお 

いて強く作用しており，したがって，資本主義がその 

競争段階ズ，しめした躍動的で力強、、発展の並調は，独

-119 脚 ）
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占段階では「停滞基調J に転ずることになる，という 

点を解明する。この「停滞基調J は決して生産力水準 

の絶対的摩滞として把握してはならず，「資本過剰と 

労働力過剰の並存J の慢性化•棉造的定着という矛盾 

として発現する点の認識が肝要である。

また，この「停滞基調J は，急激な発展の可能性を 

うちに合んだものでり，しかもその可能性は一定の 

条件：（停滞自体によって促進される『新生産物の開拓=新産 

菜の形成J やけホ外膨張J の成功）の下では現実性に転じ， 

一時的には飛躍的な発展が実現すること，しかしそれ 

ゆえに又その発展が-^段落した後に一層きびしい停滞 

に入らざるをえない—— これらの諸点を解明し，その 

発展に含まれる矛盾の質と発現様式とを明らかにした 

のが第2 享 r新生産部門形成と急激な経済発展J およ 

び第3 ぎ r独占資本主義の対外膨張と資本蓄積J で 

る。なお，最後の第4 章：•■独占資本主義の発展諸鎮向 

，諸矛盾の交錯的展開J では以上第3 ■でみてきた譜 

傾向，諸矛盾の辰開について総括が行なわれているが, 
それはまた，独占資本主義の国家独占資本主義への転 

成の必然性を明らかにするととにもなっている。

( 6 ) 以上が主論文の概要であるが，最後に本論文の 

理論的特徴のいくつかを指摘しておく。まず，それが, 
現在の国家独占資本主義という小段階までをも含む20 
世紀の独占資本主義段階の全般に作用する固有の諸法 

m  • 諸 矛 盾 （その作用は国家独占資本主義において部分的 

に抑制され，変化するのだが）を明らかにしたものであ 

り，その点で，従来の独占形成期（19世紀末から20世紀 

初頭）に焦点をあてた"金融資本（形成）論"や独占資 

本主義論の多くと決定的に異なるし，また，そういっ 

た性格ゆえに国家独占資本主義論および現代資本主義 

分析の理論的基礎を提供するものとなっている。（以 

上の関速については，本論文第3編の補章•■国家独資本主 

.義論の課題と方法J および参考論文①r5i代資本主義分析の 

課週と方法J に詳しいJ
第 2 に，本論文はくまで「理論」であって，たと 

えぱ宇野学派の帝IS主義段階論のような「タイプ論J 
的な「経済政策論J とは大きく性格を異にする。（こ 

のぶについては参論文②び独占め本主義の理論J と宇野経 

济 学 論 { l ) jを参照)。ただしr®論J といってもr資 

本主義一般の,理論J とは興って，一"ぜの蓋然性を含む 

航向法則の発見という性格をもっていることを積極的 

に生張している（生論文の序説を参照)。

雄 3 に，従来の多くの独古資本（：]£翁）論が静態的

な支配構造論に終っていたのにたいして，本研究は構 

造と動熊の両者を総合的に把握する点に特色の一つが 

あるといえよう。また，対象が独占資本主義という休 

制そのものである。以上，これを全面的にとらえる理 

論もまた包括的でり体系的でなけれぱならない。か 

かる包括的体系化への厳い志向もまた本研究の特色と 

いえる。

論文審査の要旨

1 本研梵の一般的意義

マルクス経済学における独占資本主義乃至現代資本 

主義研究は，その問題領域のもつffi耍性にも拘らず， 

理論及び現状分析の全般にわたって，久しくその不毛 

と沈滞とをかこって来た。すなわち，マルクス資本 

論J の理論の創造的発展の必要性が絶えず叫ばれなが 

ら，依然としてレーユンやヒルファーディングの古典 

的規定の域に低迷したまま，硬化した静態的な「独占 

支配構造論J が盛行し，資本主義の現段階的な变化， 

現代資本主義の動態を的確に把握し得る理論体系は不 

在である，という状態が支配的でった。

こうした研究状況に対しては，既に，「字野理論J 
乃至「宇好経濟学J によって，いわゆる•■原现論J と 

「現状分析）との中間に「段階論J を設定するという 

形で，方法論的な再構成とこれに基づく新たな試み 

(帝®主義研究と金融資本分析）が行われているのではあ 

るが，北原君の本研究は，むしろこれとは対隨的な方 

法に立ちつつ，「資本主義の一般理論J から出発して 

今日的段階の「国家独占資本主義r を把握するための 

中間理論としてのr独占資本主義の理論J の体系化を 

目指したものでf c り，マルクス理論の創造的展開のな 

かに，近代経済学の寡占理論や産業組織論を大服に摂 

取することによって，理論の動態イ匕と活性化をはかり， 

独占資本主義論の浮滞を克服しようとした点に，その 

大きな意義がある。

2 [Ifj題意識と方法

北原君の主著独占資本主義の理論J (主論文）は，

同君が，20年近くにわたり，一^貫して続けて来た研究 

一一「独占資本主義にかんする包括的な理論体系を撥 

築する」作業—— の結‘実したものであって，それは， 

次のような問題意識によって支えられている。

すなわち，経済学の狗極目標は（宇野0A蔵氏の場合と 

同じく）現状分析にあるとはも、え，問題は，的確な現 

状分析を可能とする理論的武器の内容いかんに係るこ

-120(552)-
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とでf e り，従来のマルクス経済学における独占資本主 

義研究の理論的不毛性にかんがみて，構造分析と動態 

分祈との同者を統合して，資本主義が歴史的，段階的 

変イ匕をとげるに至った現代資本主義の現実が提起する 

さまざまの課題にこたえ得るような理論体系を，マル 

クス理論の基本的継?:Rのもとに，独自に摸索し展開す 

る必要がある，とするものである。

そして，このような理論的要請を充すものは， r資 

本主義の一般理論J と資本主義の現段階分析とを媒介 

する「中間理識J であり， しかもそれは，「字野経済 

学J の方法によるr(帝国:li義）段階論J とは，本質的 

に異なる性格のものとならざるを得ない。すなわち， 

「原理論」の法則性から切離されたr古典的帝国主義J 
時代の世界のみを対象として，典型と非典型とを比較 

検討するような「経済政策論J 的タイプ臉ではなく， 

この「古典的帝ffi主義J 時代から今日の国家独占資本 

主まの時期に至る独占資本主義段階全般にわたる「諸 

法則，諸矛盾」を全面的かつ体系的に明らかにする 

「独占資本车義の理.論_ !でなければならない。但し， 

それは，「資本主義の一般理論」とは異なって，一定 

の蓋然性を含む旗向法則の発見，という性格をもつ理 

，論であ)る。 -■
かくして，現代資本主義を把握すべき理論装置は， 

r資本主義のー躲理論:J を基礎とした•■独占資本主義 

の理論J , 「独占資本主義の理論_ )を基礎とした「国家 

独占資本主義論J という兰段構の構成となるのであ 

り，これら相互に論理次元と性得を異にする三種類の 

.諸理論を重層的に紘合する.ことによって，現状分析の 

ための本格的な理論体系を構築し得るというわけであ 

る(主論文■•序説J 及び副論文参照)。

3 内 容 構 成 と そ の 特 徴 '
そこで，以上の方法的前提に立つ本論文の内容を， 

その篇学別構成にしたがって簡単に紹介するならば， 

.以下の通りである。

まず第-^篇は, 独tS資本主義固有の構造的特質= 矛 

，盾としての「掉収と収痛の構造J を明らかにすべく， 

独占企業による市場支配• 独占価格設定，独占利潤収 

春の諸関係の考察にあてられる。

ここでは, 「資本の染積•集中J 運動（序章）を通じ 

て生み山される「独占的市場横i造J, とりわけ高い市 

場娘中度と高'/、参入障壁が,独占利潤確保の可能性を 

かえ（第1 章)，これが競ホ• 対まを内に含む独占的な 

価格協調，独占価格設定，及びこれと相互に補完し合

う設備投資決矩に関する独占企業の行動によって現実 

イ匕する，という関係の分析を通じて，利潤の長期最大 

化をはかる独占企業の行動原理が，その経営諸条件に 

応じて，どのように屈折しつつ貫かれるかが明らかに 

され，とくに，独占企業の保有する供給余力ニ「余裕 

能力」の問題が参入可能性との関速で1E視される(第2, 
3-草-)。そして，以上によって実現される超過利潤ニ独 

占利潤の源東と実体がいかなるものか，独占資本によ 

る収海構造がいかなるものである力、，という問題につ 

いては，独占利潤が, . 基本的には，社会の総労働の生 

み出す価値生産物( V  +  m ) を源束とし，その分配替 

えによって獲得されるものとしてそれを把え，独 的  

価格吊上げによるM値移転ニ収薄関係が，西生産構造 

を通じて，非独占資本，労® 者，その他消費者等社会 

成員の全体に波及し，極めて迁回し，屈折した移転経 

路をとりつつ最終的には独占利潤に吸収•収海されて 

ゆく メカニズムの全体像が，さまざまの設例（現实性 

ある諸モデル）によって説明され，独占資本を頂点とす 

るま配，収海構造が解明される（第4 動。かくして， 

以上のことは，とりもなおさず，資本主義の基本矛盾 

が独占段階特有の姿で深化，成熟し階級関係もまた 

それに応、じた特徴をもたらすことを意味する点が確認 

される（第5 享)。

次いで第2 篇では，独占部門における資本蓄積•生 

産力向上をはじめ独占企業の行動一一「投資行動」~ ~ ■ 
力':,設拡張投資がすべて従来と同じ生産方法で行わ 

れる場合と，技術進歩*新生産方法の導入が見られる 

場合との，二つにわけて分析される。

ここで解明されたことは,前者については，独占的 

市場構造のもとでは，企業の投資行動は産業需要の動 

向に決定的に依存し，需要の著しい拡大のない限り， 

極めて慎重力、つ消極的であるが，ひとたび需要の箸し 

い拡大が起きれぱ，反転して大狙かつ積極的なものに 

なる，という基本的特徴，そして企業の余剰設備能力 

ニ 「余裕能力J がこの傾向に拍审をかける，という関 

係 （第1章)。後者については，かかる糊t を反映して， 

需耍励向が條滞的であれぱ，ライバル企業あるいは部 

門外参入企業との競争上余傲なくされる場合のほかは， 

概して新技術，新生産方法の導入は遅延せしめられ， 

独占によを技術進歩の停滞的侧面がしばしぱ露呈され 

る値向のあるとと，そして，需要動向が急激かつ顕著 

な拡大基調にるときには，新技術• 新生廣方法が- -  
企業によって挑他的に利用されるのでない服り，参入 

障塵の低下*消失を防止し，あるいは市場シェア‘設

-1 2 1 ( 5 5 5 )
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備能力シ 3；アの維持をはかるため，以上とは巡に，新 

生産方法導入による設備投資競争が激化し，それによ 

って， r余裕能力 J を 越 え る 「意図されざる過剰生産 

能力 J の生み出される懷向が強いこと（第 2 章)， これ 

らの詰点である。

第 3 篇では，以 上 第 1 , 2 篇の成果の上に立って，

.社;会的総資本の蓄積ニ拡大再生産の進展と諸矛盾の展 

開がもつ独占段階固有の特徵が解明される。 ことでは， 

これまでのマルクス的 • 非マルクス的さまざまの独占

資本主義論が批判，検討され，現代資本主義= 独占段 

階の内外にわたる現実的諸局面がひろく考察の対象に 

入れられつつ，それらを貫く基調についての理論的整 

理が行われる。すなわち，ほ ぱ 3/ 4 世紀めザ-月を経た 

独 iJ3資本主義の麼史を通じて，そ の 停 滞 J と r発展 J 
の何れか一傾向のみを独占資本主義の特徵として把握 

する見解は，一面的な誤りを犯すものであるとして， 

ま ず 資 本 蓄 積 の r停滞基調 J を 論 ぜ ら れ る が (第 1 章)， 

それは絶対的停滞を意味するのではなく，他方で， こ 

れに反作用を及ぼすものとして， 「新生ま物の開拓 J ， 

「新生産部門の形成」 （第 2 享) ， r対外膨張」の 問 題 （第 

3 章）が 説 か れ ，最後に，独占段階の諸矛盾展開の総 

体についての総括が行われて，独占資本主義の国家独 

占資本主義への転化の必然性が明らかにさ 'れ る （第 4 
章->補章)。

第 1 享では，社会的総資本の蓄積ニ拡大再生産のデ 

能性としては，独占資本主義の方が競争段階の資本主 

義に比べて遙かに大きいにも拘らず，独占段階におけ 

る独占企業特有の設備投資（新投資，更新投資） とその 

布場ニ ' 産への独特な影響とによぅて，その現実化が 

阻止されること，いい換えれば，独占的市場構造にお 

いてホ場の定常状態のもとでは，新生産方法の導入が , 
概して個別独占企業の更新投資として個別的に実現さ 

れてしまうため，設備投資の群的発生を中心セしたホ 

場 拡 大 . 再生産拡大を惹起してゆく内的起動力が弱く  , 
かりに設備投資に甚づく関速部 n への需耍力';生れたに 

しても，独 占 部 門 に お け る 「余裕能力 J の存在と，独 

占企業固有の慎 IKな投資行動とによって，市場の相互 

拡大にプレーキがかかり，かくしてTii場の諸条件に対 

する生産の無制限的拡大傾向が抑制されて,独占段階 

特 有 の 「停滞基調 J が 支 配 し ， 「資本過剰と労働力過 

剰の併杯 J の慢性化倾向が情造的に定着する， という 

関係が論ぜられるレそして，第 1 章の補章に説かれる 

独 占 企 業 の r販 売 努 力 _!(広義の販促進政饿及び製品変 

更ニ デル，チバノジ政策より成る市場拡大政策）が，社会

全体の?9生産のなかで一定の市場拡大効果ももつにせ 

よ （以上の傾向への反作用)，それは限定されたものでも 

り，しかも，商品の r使い棄てJ ニ資源浪費の，JTi制と 

いうがi占資本主義特有の重大な問題性を内蔵するもの 

である点も，併せて明らかにされる。

第 2 ぎでは, 既存部門における独占段階特有の「停 

滞甚調」に反して，r新生産物開拓J ，「新生産部門形 

成J に当っては，製品市場の独自性と独占企業の諸能 

力 （資本力，技術開発能力，上記「販売促進_)活動等々 ）と 

を前提として，競争段階よりも遙かに強い誘弓Iのもと 

に，極めて積極的な企業行動がとられるこぐになり， 

巨大設備投資を起点として，社会的総資本の飛躍的な 

拡大再生/まが実現するのではを) るが，この拡大，発展 

によって，もっぱら独占企業の利害から，社会生活上， 

必ずしも有用でない新生産物の開発が進められ，消費 

者がその日常的使用を強制されることから，人間欲望 

の歪曲や顔廃がもたらされ（第1享の補章參照)，さらに 

競伊段階と同様な全般的過剰生ま恐慌を必然化し，そ 

の後におけるま占段階特有の「停滞基調」を一層深刻 

化せしめる，という形で,新しい諸矛盾が生み出され 

てゆく関係が論ぜられる。 ■
第 3 享では，独占資本主義における「外対膨張J と 

その本国の資本蓄積に及ぼす影響の理論的考察がぽ題 

とされ，対外膨張の問題に関するレーニン『帝0 主義 

論J の四つの命題（i r 資本輪出国が停滞し資本輪 

入fflが 発 展 す る 2 「資本輸出先が植民地‘後進国で 

るJ。3 「資本輸出の必然性の根拠が資本過剩にもる 

4 「独占段階の典型が資本輸出，競争段階の典趣が商 

品輪出でるJ。）を，現代帝国主義の動向をも考慮に 

入れて検討しつつ，その理論的，現実的不完全さを確 

認した上で，独占資本主義における対外膨張の特質が, 
海外原料，販路の独占化衝動によるものと，独占段階 

固有の資本過剩によるものとの，二つに区分して把握 

され, 次いで，（非）関税障壁をはじめとする貿易（輪出 

制服）政策から傲士支配に至るまでの，独占資本の利 

益をまもるためのさまざまな国家政策との結びつきに 

おいて検討され，独占•段階における資本蓄積の「停滞J 
ぼ向を緩和する対外膨張政策ニ帝ffl主義ィデォロギー 

ゼ、、共同幻想性をもつゆえんが明らかにされる。そし 

で，対外膨張の^ ^ 0のパクーンが，現地（対外膨張先） 

経済の段階と溝造に応じて梭出され（1 対外 

膨張—— 低旧発地域に対する帝国ぁ義的膨張• え配。 2 「斜 

めJ の対外彫银—— itmi人移住植民地=新判資本生義経済へ

の膨張。 3 「水平的J 対外膨?M—— 他の独，資本主義経済へ

■122(994) ——
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のほ透) . それぞれの特徴と膨張への制約，限界が示さ 

れ，かくして，® 家間，民族間. 階級問の対立‘矛盾 

の激成（これらは相互に密接に力、らみ合う）と帝国主義戦 

争の問題登楊に至る関係が分析される。

第4 章では，これまでの独占資本主義の理論的考察 

をふまえて，その発展諸値向とそれにともなう諸矛盾 

の展開の総体が耍約されているが，とりわけ，独占段 

階における矛盾の展開. 発瑰が，単なる経济過程とし 

ての法則的反復に終るのでなく，むしろ政治的.軍事 

的な性格を帯びざるを得ない過程としてあらわれる閲 

係につき, 二つの世界大戦を含む現代世界の歴史的現 

卖を反映せしめつつ，包括-的 . 全体的に把握され，独 

占資本主義の®家独占資本主義への転成の展望が示さ 

れる。

補享は，la家独占資本主義(以下, 国独资と略す）諭の 

新たな構築のための覚え書き的なものであるが，ここ 

では，従来の1®独資論が多くが，抽象的な本質論ゃ歴 

史的な，現状分析的な発生史論に偏していすこ点^が批 

判，検討されて，経済政策次元での理論的分析（極め 

て強'̂、蓋然性をもって行われる政策的対応の一般的類型化， 

それらの作用，反作用，諸政策の-有効性と眼界の追求という 

方法）の必要性が説かれ，そのための試論が提示され 

るボ、(■独資における諸矛盾と諸政策との多面的な対応関係 

のうち，主要な政策類型として，（り社会保障.公共サ一ビス 

の整備，拡充政策。（の資本過剰=労働力過剰を解決するため 

の市場進出 .資本蓄積政策のニ'0を中心とした分析)，そこ 

でも，「独占資本主義の理論J によるア プ ロ ー チ の方 

法が終始強調される。

4 本研究（論文）の評価 

以上に紹介した北原君のr独占資本主義に関す;^包 

括的な理論体系の構築」という作業の成果は，翦I題の 

スケールが極めて大きいところから，さまざまの問題 

点を含むとはいえ，その方法の一貫性と内容の充実性 

から見て，十分な評価に値するものとなっている。

本研究につ'̂ 、て特筆すベき点を若干要約的に列举す 

れぱ，はぽ以下の通りでる。

①まず全般的に。戦後のプルクス経済研究において， 

いわゆる「講座派J 理論の批判，克服が研究者の意 

識にのぽるようになって久しいにも拘らず，その趣 

旨を，積極的な11論体系として展開し得なかった大 

きな理由の一つとして，現代資本主義分析の中枢部 

に当たる独占資本の理論の貧困があっy•こと思われる 

のであるが, 北原君の本研究は，従来の研究のかか

る育点を埋める上で極めて意義あるものであったこ 

と。

②以上のことと関連して，r宇野理論J 批制の多く 

が，いわば方法論主義にとどまっていたのに対して, 

本则如よ，r宇野理論J の •■(命国主義)段階論」に対 

決すべき「独占資本主義の理論J を，現状分析のた 

めの中問理論として設定し，その体系化をはかると 

いう作業を通じて，はじめてrギ野?Ji命J 批判に積 

極的.具体的な内容を盛るととがU{来たこと。

③ 独 占 的 （寡占的）市場t择造，市場集中と参入障壁， 

独占価格設定と価格協調，独 占 （霖占）企業の投資 

行動等々の問題は，従来のマルクス経済学奶究では, 
主として現状分析的次元における個別的な企業戦略 

的問題として勉理され,理論的性格は概して稀鶴で 

あったのでるが，これら近代経済学における寡占 

理論‘産藥組織論#の対象たる諸問題が，理論的考 

察の射程内に取り入れられ，一定の蓋然性をきむ独 

占 （露占）企業の行励原理の輪：明という方法がとら 

れることによって，資本蓄積のダイナミックな過程 

が把握し得る基本観点が明らかにされたこと。

④独占資本を頂点とする「支配 . 収齋J 関係の分析 

においては，非独占資本，労働者，その他消費者等 

社会成員全般を通じての，於と横の多様な価値移転 

ニ収，経路が，社会的な^?生産構造のなかで解明さ 

れる（モデル分析）ことにより，従来の，概して縦開 

係のみの収蓉関係に限定されていた「独占支配構造 

論」，いわゆるシワよせ収お論の一面性が克服され， 

その理論的前進が試みられたこと。

⑥独占段階における資本主義の世界的傾向に開して 

は，狄占形成期よりもむしろ成熟期の問題を対象と 

して，力、の1930年代の長期沈滞から第二次大戦後の 

高成長に至るまで,ひろく厘史的現卖の諸傾向を-̂̂ 
分に考慮しつつ,この現実を反映した内外の諸見解

(シユンペーターのを展論, シユタインドル，スウイージ 

一等の停滞論から大内力，古ゾ|m 氏等の諸見解に至るまで） 

を検討した上で，独占資本主義における「停滞J と 

厂発展J の何れか一局® のみを強調する想1力を批刺- 
克服し社会的総資本の蓄積を通じての独占資本主 

義の甚調を「停滞」傾向としながらも，新ま衆をめ 

ぐる「発展J 傾向を, r対外膨張J とともに，それ 

に対する反作用として正当に位置づけ，蓄積の進行 

による矛盾の展開，その現代的なあり方を総体的に 

解明したこと。

⑥ ■：対外膨張J に阅するレ" ユン f帝圓主義論J の
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理論的.現奨的な不備を補正し，さらに，レーニン 

以後の，現代帝0 主義についての諸見解を批判•摂 

取しっつ，独占資本主義の. r対外膨張J の問超を， 

資本蓄積との関速におい' 整理•類型化し，現代的 

な諸形態をもセ擬し得るよう，理論化•体系化を試 

みたこ'と。

⑦最後に，国家独占資本主義については，これを，

墓本的に,独占資本主義段階における一小段階と看 

做し,独占資本主義の諸矛盾の必然的な帰結として 

把え，本研究における「独占資本主義の理論J から 

のァプロ一チの方法に立って，国独資における諸矛 

盾と諸政策との多面的な対応関係（諸政策の有効性と 

その限界，諸矛盾の一応の解決と,さらに新しい諸矛盾の 

展開ま) の分析を中心とする，独自な国独資論構築 

の展望が示されたこと。

はぽ以上のごとくであるが，北原君の本5if究にお'̂ 、

て, 問題となり得る点がないわけではない。

⑦まず全体的に，r独占資本主義の理論J の，独自 

な創造的展開とはいいながら，その結論部分だけを 

とり上げて見れば，必ずしも，従来のマルクス経済 

学における，この種研究の通念を大きく踏み越えた 

といえる程のものではないのではないか，といった 

消極的評価が下されるかも知れな、、。

② ま た ，レーニンの周知の☆题 （生産の集積，資本の 

を基礎にしているとはいえ,分析対まが

主として産業独占（霖占）の問題に限定されている 

ところから，金融資本，金融寡頭支配の問題の分析 

なしに，独占段階における個別独占企藥の行動も， 

社会的総資本の蓄積も，さらには，「対外膨張J の 

間題も十分に把えられないのではないか，という疑 

問の生ずることが考えられる。

③さらに , 近代経済学の寡占理論，座業組織論等を 

駆使しての，独占企業の市場行動や投資行動の機能 

論的分析，蓋然性を含んだ傾向的法則の追求，とい 

う方法に対して，従来の支配構造論的現状分析に驯 

染んで来た既存のマルクス経済学の雰M気からは， 

ある種の違和感，抵抗感力’他れるかも知れない。

④最後に，何より,も問題視されるのは，徹跋し一*：W- 
した非仮）「宇野理論J の立場であり，当然のこと 

ながら，•■字野理論j 的方法から，「(ホ! 義)段階 

論j による「独占資本主義の理論J 批判が行われ 

(ここでも，企融資本の間題の収极、が間題となる），独占 

価格,独占利潤の分析にはじまる北原君の理論化の

, 試みの一切に対して，かかる努力が無意味である'と

するにとどまらず，マルクス経済学からの逸脱であ

ると観る向きもあるようでもる。

しかしながら，とれらの問題については，以下の諸 

点をよく考慮しなければならない。

すなわち，①にっいては，問題は単に結論の新奇さ 

にある9 ではなく，むしろ結論に到達するまでの班究 

過程にあるのであって，そこでは，論11構成の体系化， 

論証手続きの厳密化に細心の注意が仏われ，理論の很 

拠づけのために, 独占資本主義の，日本をも含めた世 

界史的現契傾向についての,広洲かつ精細なデ一タの 

整理♦分析が行われ て お り （マルクスの「上向法J に対 

する「下向法J を思突に適/ liしたものといってよい），この 

ことによって理論が現実!^な重みをもつに至っている 

ととを十分に評価すべきである。

②にっいては，金融資本‘ 金融真頭支配の問題を，

北原君が忘却したわけでは決してなく，独占資本主義 

への理論的ププローチの基礎作業として，産業独占の 

間題を主要対象におき，安易な「独占支配構造論J に 

略いるのを避ける意味からも，金融資本の問題をひと 

まず意識的に捨象したと見るべきであり，この間題は， 

独占資本主義論の，より一層の具体化のためには避け 

て通れぬffl要な問題ではあるが，ここでは，北原君の 

研究の，4 後に残された課題と考えておいて差支えな 

い性質のものといえる。

③にっいては，市 場 造 ，産業組織，企業行動等の 

動態等 に々関する近代経済学の研究成果に対する従来 

のマルクス理論の独善的な姿勢（伝統的な‘「独占支配構 

造論J ばかりでなく，「字野理論J の態度にしても同じ）こそ 

間わるべきであって，この点の謙虚な反省の上に立っ 

て，構造分析と動態分析とを総合•統一しようとした 

北原君の努力の成果を正当に評価すべきであろう。

④にっいては，「字!Eif，理論」をめぐる立場の根本的 

な相異の間題であるため，論点の対*は容易に決着を 

見る性質のものではなく，この r(帝国主義）段階論J 
の立場からの•■独占資本主義の理論J 批判に対•しては, 
北原君自ら，本研梵に続く諸論稿等(参考論文一•■三[II学 

会雑誌J 7 1 - 5他）をもって，詳細•徽密な反論を展開 

しているのであるが, 同君の決定的な「宇鮮理論J め 

批判 . 觉服は, ’ 国独資論に向っての「独占資本主義の 

匙論」体系の完結そのものによって行わるべきものと 

思われる。

ともあれ，本すj)f究は，现論の不毛と沈滞の箸しかっ 

たマルクス経済学の独占資本主義研究に，大いなる-^ 
石を投じたものであることは疑いなく，学位睛求論文

12 4 (卯め.
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内容の要旨

r開発経済学研究一輪出と国民経済形成一 J
. 渡邊利夫

本論文は，開発途上国の輪出がその同民経済形成に 

いかなる役割を歴史的に演じてきたか，また現在演じ 

つつあるか，という開発経済学上の主要問題に新しい 

接近方法をとり入れネことを目的としている。

本論文は，全体が次の五つの享から構成される。

第 1 章；輪出とH 民経済形成ーァメリ力南部諸州の綿 

花生まとタイ小農輪出経済の拡大過程一 

第2章 ニ ffi経済論の再考察一マラャにおけるゴム小 

農の拡大と経济発展-"
第 3 $ 保護主義型工業化の諸偏向一 開発途上諸国の 

輪入代替工業化と経済発展一

第 4 享輸山志【巧工業化政策の展開一台湾おょぴ韓国 

の開発経験と東商アジア一

第 5 享外向型経済発展と社会的公正ー轉国におけ 

る工業化'• 人ロ移動，所得分配一 

盤 1 章と第2 ぎは，開発途上国の一次産品輸出がそ 

の経済発展過程に与えた影響を，タイの米穀経済なら 

びにマラヤ レーシア）のゴム経済の発展史のなかで 

考察しようとしたものである。また第3 享，第4 章， 

第 5 章は輸出が-^国の経済にもたらず資源配分効果， 

所得分配効果を分析したものでるが,ここでは分析 

対象としてとくに現代における台湾と轉国2 国の開発 

経験が取极われている。

第 1 ぎ ：19世紀中葉以降に出現した米に対する強力 

な需耍tE力に反応してタイの小農輪出経済は著しい掀 

大をみせたもめの，しかしこの披大は農業技術進歩を 

伴わない米作地の外延的拡大にすぎず，つづく時期に

経済発展の二次的過程を誘発することは少なかった。 

タイ小農輸出経済の拡大過程においては，なぜ*■質易 

の利益J が ■■成長の利益r として内部化されえなかっ 

たのか。この問題に，熱帯稲作のもつ自然的•技術的 

制約性, 商品生産と自給生産との未分化，所得効果， 

等-の観点から接近を試みている。

第 2 享 ：康南アジアには，タイのそれに典型的にみ 

られる小農米輸出経济とは別に，プランチーションの 

先行的発展に誘発されて，当該プランチーシa ン生産 

物と同一^の輸出換金作物のきわめて息速な拡大を経験 

したもう一̂つの小廣顏型がある。マラヤのゴム小農が 

それである。かかる類型のもとにある国の経済拓展の 

中心的課題は，輸出の主導部門を握る近代部門プラソ 

チーションの発展波及力に伝統部門の小農がいかに反 

応し，後者がその発展波及力をいかに内部イ匕していく 

かというところ.にある。近代部門の先行的発展が生ん 

だニ里経济化が，いかなるプロセ;^めもとにつづく時 

期に伝統部門の小農メ上産の成長を誘発して，新たな発 

展局面を開いたか。19世紀末紫に開始されて今日に至 

るマラヤのゴム生産の拡大史を追跡することからこの 

間題に接近している。

第 3 享，第 4 章 ：第二次大戦後の多くの開発途上国 

における工業化は,靖入代替工業化政策のもとで進め 

られてきた。しかし貿易為替管理，高関税政策，公定 

為替レートの過大評価，低金利政策等の保護主義的諧 

政策に守られた輪入代替工業化は，開発途上国の耍素 

賦存条件に逆行する過度に資本集約的，労働節約的な 

生産方法を促すことによってその資源配分に出々しい 

歪みを発生させると同時に，狭小な国内市場に向けて 

なされる工業生産はホ場機会をいちはやく润渴させ，

これが発展の動態耍因となる前段階で停滞局面に入っ 

てしまうという一般的経緯をたどったとみることがで 

きる。開発途上国における輸入代替工業化のこのよう 

な停滞化への一般的経緯を理論的に拔っナこものが第3 
章であり，また第4 章では東南アジア諸国を例にとっ 

て, この経緯が実証されている。また馆4 章では，輸 

入代替エ業化の^^滞的局旧を，一速の保護主義的諸政 

策の卜?I rli化と強力な輸出促進政策を中核に据えた輸出 

志向工業化政策によってうち破り，見事なバフォーマ 

ンスをみせた台湾と翰国の政饿経緯をうかがう。

第 5 章パ輸出志向工業化政策の厚生的意義を，とく 

に所得分配構造の観点から极ったものでり，現代の 

韓国がその事例としてJレ上げられる。韓国の経済成長 

を主導したものは労働染約財の輸出部Pjであり, 成長
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